
城 陽 市・京 都 府 立 大 学  連 携 協 力 包 括 協 定 締 結 記 念

費用 | 無料
事前申し込み | 不要
定員 | 200人 〈 水出してん茶付き 〉

文化パルク城陽ふれあいホール
京都府城陽市寺田今堀1番地 〈近鉄京都線「寺田」駅「東口」を出て南へ450m 〉

開催場所 �  075-703-5117
� myama@kpu.ac.jp

問い合わせ先
京都府立大学文学部

発表 「城州白の魅力」 森本拓也 ／京都府立大学生命環境科学研究科講師
 「城陽のテロワール」 青地伯水 ／京都府立大学文学部教授

司会 佐藤洋一郎 ／京都府立大学文学部和食文化学科特任教授
城陽市の育んできた特産物の魅力　第二部府大生が動画で紹介する城陽市特産物第一部

「ようこそ城陽へ」 ―動画上映と学生による説明

特産物で語る
城陽ストーリー2022
シンポジウム

13：30~
16：30令和４年12月11日

12：30開場 ／ 12：45から水出してん茶ふるまい〈先着200名〉

主催 | 京都府立大学文学部 欧米言語文化学科・和食文化学科  共催 | 京都府立大学京都地域未来創造センター  協力 | 城陽市

お茶の京都　Premium Green Fes.

コメンテーター 奥田敏晴 ／城陽市長
 築山桂 ／きょうと城陽応援大使

金銀糸紹介動画 山口エレノア ／京都府立大学文学部准教授

特産物紹介多言語動画
（英語、韓国語、ドイツ語、中国語） 山口美知代 ／京都府立大学副学長

奥田敏晴 ／城陽市長　築山桂 ／きょうと城陽応援大使　塚本康浩 ／京都府立大学学長
青地伯水　山口エレノア　森本拓也

ディスカッション 城陽市の未来に向けて



府大生が動画で紹介する城陽市特産物第一部

第二部 城陽市の育んできた特産物の魅力

令和4年の6月から9月にかけて京都府立大学の学生が城陽市特産物の生産者の方々にお話を伺い、特産物紹介の動画を制作しました。
菊岡祐一さん（てん茶）、岡井雄次さん（花しょうぶ）、池野元紀さん（梅）木村正樹さん（イチジク）のインタビューの様子、また、いちじく
マルシェや寺田イモの芋ほりに参加した様子を紹介します。奥田敏晴城陽市長、築山桂きょうと城陽応援大使のコメントをいただきます。

「『ようこそ城陽へ』 ―学生による特産物紹介動画制作」

京都、西陣の着物産業とのつながりから発展した金銀糸産業は、伝統技術の継承と新たな製品の開発を続けています。金銀糸・ラメ糸の
社内一貫生産を行う泉工業株式会社代表取締役社長の福永均さんと金銀糸の箔押しをされている大石箔押加工所の大石孝さんにお話
をうかがい、城陽市の金銀糸産業についての紹介動画を制作しました。

「城陽の金銀糸」 山口エレノア

府大生の取材動画をもとに編集した特産物紹介動画の外国語版（英語、韓国語、ドイツ語、中国語）も制作しました。城陽市姉妹都市アメリカ・
バンクーバー市や、韓国・慶山市（キョンサン市）との交流も益々盛んになることを願っています。

「特産物紹介多言語動画」 山口美知代

市制施行50周年の今年、1年をかけて行われた特産物の調査から城陽市の魅力がみえてきました。調査の結果をもとに、『次の50年』を
語り合います。

司会／佐藤洋一郎

城陽市の特産梅である城州白は、果実サイズが非常に大きく芳醇な香りを持つ品種です。一方で，優れた果実品質を持ちながらも知名度
が低く、ブランド化や生産拡大に向けた調査研究が求められています。我々の研究グループでは、城州白の果実品質の分析を行うことで、
科学的な側面から城州白の魅力を見出して情報発信しています。また、生産の拡大にあたっては栽培技術の向上も重要な課題であり、
シンポジウムの報告では、これまでに我々が取り組んできた研究成果を包括的に紹介したいと思います。

発表「城州白の魅力」 森本拓也

取材協力 | 池野農園、泉工業株式会社、大石箔押加工所、岡井楢次農園、株式会社おうすの里、菊岡祐一様、木村農園、城陽酒造株式会社、
プルンニャ＋café、城陽いちじくマルシェ実行委員会、城陽市観光案内ボランティアクラブ、城陽旬菜市直売所、JA京都やましろ城陽支店、
一般社団法人城陽市観光協会　動画制作 | 京都府立大学文学部・大学院文学研究科 安部杏香、小澤朋子、何雨桐、講殿美月、小林唯真、
添田彩、外田悠生、藤原和、古川未波、松浦眞唯、箕野友花、吉田晴絵　動画監修 | 株式会社伝（渡部瑞穂）　

グローバル化により一元化された食物市場は、本来その土地の性格に合わない作物の生産を強いて、安価に供給させます。生産者が
地元との結びつきを失い、だれのためかもわからない作物を安価に作るとき、生産はむなしく悲しいです。生産物との適性が土地にあって
こそ、特産品の魅力が生まれます。ヨーロッパのワインづくりでは、土壌と気候の総体としてテロワールという考え方があります。この考え
方は、城州白づくりと共通項を持つのではないでしょうか。

発表「城陽のテロワール」 青地伯水

城陽市と京都府立大学の間には本年10月連携協力包括協定が締結されました。未来に向かって躍進する城陽の豊かな特産物がさらに
飛躍できるよう、城陽の特産物の未来に向けて、奥田敏晴城陽市長、築山桂きょうと城陽応援大使と共に、塚本康浩学長をはじめとする
本シンポジウム参加京都府立大学教員が語り合います。

ディスカッション 城陽の未来に向けて




